
平成21年度 お茶の水女子大学 食育シンポジウム

子どもの発達・成長過程を見通した食育

【Ⅱ部】展示 会場：共通講義棟1号館各教室 11:00～16:00

◆SHOKUIKUプロジェクト開発による食育教材展示
◆食育に関する研究発表
◆企業による食育教材展示：

「マイ七味・マイカレー粉を作ろう」エスビー食品㈱

「遊びを通して学ぶ 幼児期からの食育」㈱ベネッセコーポレーション

後 援 文部科学省（予定）・東京都教育委員会・神奈川県教育委員会・千葉県教育委員会・埼玉県教育委員会・
群馬県教育委員会・栃木県教育委員会・茨城県教育委員会・社団法人全国学校栄養士協議会・文京区教育委員会

【Ⅰ部】講演 会場：共通講義棟2号館201室

〈基調講演〉13:00～14:45

「食をめぐる子育て ～子どもの食はなぜ危機なのか：共食の減少と“科学”の侵入～」
講師：外山 紀子先生（津田塾大学学芸学部国際関係学科准教授）

専門は発達心理学。主な著書に、『発達としての共食』（2008年，新曜社）、『心と身体の相互性に関する
理解の発達』（2007年，風間書房）など。

コメンテーター：内田 伸子先生（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授）
専門は発達心理学・認知心理学・言語発達心理学・幼児教育・保育学など。近年の著書に、
『子育てに「もう遅い」はありません』（2008年，成美堂出版）、『幼児心理学への招待―子どもの世界づくり』
（2008年，サイエンス社）ほか多数。

〈報告〉 14:45～15:00

「SHOKUIKUプロジェクト活動報告」
藤原 葉子先生（SHOKUIKUプロジェクトリーダー・

お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授）

プログラム

本シンポジウムは、文部科学省特別教育研究経費「子どもの発達・成長過程を見通した食育の実践と教育プログラムの構築」
（通称「SHOKUIKUプロジェクト」）による事業の一環です。

【参加費】無料

【お申し込み】当日、直接本学までお越しください。
事前にメールまたはFAXで、「SHOKUIKUステーション」へ
下記の通りお申し込みくださると受付・入場がスムーズです。

件名を「食育シンポジウム参加希望」とし、
①氏名②所属③連絡先（電話・FAX・メールなど）
をご記入下さい。

※ご返信はいたしませんのでご了承下さい。

【お問い合わせ】
お茶の水女子大学SHOKUIKUステーション

〒112-8610
東京都文京区大塚2-1-1 総合研究棟712室

e-mail：shokuiku@cc.ocha.ac.jp
FAX：03-5978-2689
http://www.cf.ocha.ac.jp/shokuiku/

※当日、南門（護国寺駅側）は閉門しております。
正門（茗荷谷駅側）よりお入りください。

日 時

平成22年 1月9日（土）
11時～16時

（受付は10時30分より）

主催・会場
お茶の水女子大学

東京メトロ丸の内線「茗荷谷」駅

または有楽町線「護国寺」駅より

各徒歩10分
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